
や面耳聴げ
徳山ダム建設中止を求める会通信
No.68(2006. 7. 11
事 務 局  丁EL/FAX 0584‐ 78‐4119
大垣市田町 1-20-1  近藤方

ゃフぼグ稽 だ ノ
徳山ダム裁判控訴審術政訴謝判決

「控訴棄却」7月 6日 (木)言い渡し → 上告します

「―審と同じ」・・ 。このことが判決前 (7月 4日 )に漏れだしていました。高裁判決は、

私たちの原審批判の主張書面に何も応えていません.つまりは、何の判断もしていません。

第二審としての役割を、名古屋高等裁判所民事第 4部 (野田裁判長)は、放棄しました。
「裁半Jと は ?」 「裁判所とは ?」 が問われて続ける一方、

"司法の自殺"が明からさまになっ

ていく昨今です。この「立憲主義の決壊現象」を食い止めていきましょう。

☆ 住民訴訟控訴審判決言い渡し 8月 31日 [木]11時～ 名古屋高裁

湛水していいの?徳山ダム ～7.2が画詮～
歴史ある徳山村を丸ごと6億 6000万 トンの巨大ダムの湖底に沈める…何のために ?

離村した人々への約束は反故にされようとしている。生態系は破壊され、イヌワシ
・クマ

タカは確実に絶滅へと向かう.巨額の償還金が、私たちの肩にのしかかつてくる.
・・ 。私たちは、次の世代に責任がとれるだろうか?

日時 :06年 7月 22日 (土)  13時 開場 13時 30分開始
場所 :大垣市スイ トピアセンター・学習室 3

主催 :徳山ダム建設中止を求める会/徳山ダムをやめさせる会
内容 :控訴審判決報告 /湛 水以前に解決すべき課題 資本斗代500円

問合せ先 :大垣市田町1-20-1 近藤方 0584(78)4119

恒 例 :徳 山 村 キ ャ ン プ 8月 19日 (土)～ 20日 (日 )
水機構 。国交省は、解決すべき問題を何ら解決 しないまま、秋から湛水を強行しよ

うとしています。「最後にしないぞ !」 の決意を込めて、恒例のキャンプを行います。

19日 (土)13時  JR大 垣駅北口集合出発。 20日 (日 )の午後の早め帰着。

参加費 :3000円 ～ 3500円 程度 (子供は無料)。 食事・飲み物は準備します。

参加者各自が用意するもの :寝袋 or毛布。長袖シャツ。雨具など。

<できるだけ>my箸 、 myコ ツプ、my皿。 また、テント、シー トがあれば。
お申込み 。お問合せは、事務局・近藤ヘ
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違法な支出を予定する徳山ダム 0・ ・岐阜県議会で古田矢□事答弁

水
の
使
い
道
が
は
っ
き
り

と
決
ま
ら
な
い
ま
ま
秋
に
水

を
た
め
る
試
験
が
始
ま
る
徳

山
ダ
ム
（揖
斐
川
町
）
の
利
水

負
担
金
に
つ
い
て
、
古
田
肇

知
事
は
７
日
の
県
議
会
で
、

「水
の
買
い
取
り
先
が
決
ま

る
ま
で
、

一
般
会
計
か
ら
対

応
す
る
ほ
か
な
い
」
と
述
べ
、

県
が
暫
定
的
に
負
担
す
る
見

通
し
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
ダ
ム
の
事
業
総
額
の
う

ち
、
県
が
利
水
分
と
し
て
負

担
す
る
の
は
、
０４
年
の
計
画

段
階
で
５
９
２
億
円
。
県
内

で
同
ダ
ム
か
ら
水
の
供
給
を

受
け
る
予
定
の
大
垣
地
域
の

自
治
体
は
、
い
ず
れ
も
水
を

使
う
予
定
を
立
て
て
い
な

い
。
水
の
使
い
道
が
決
ま
っ

た
場
合
、
誰
が
配
水
管
な
ど

の
建
設
費
を
負
担
す
る
の
か

も
未
定
の
状
態
だ
。

古
田
知
事
は
答
弁
で

「利

水
負
担
金
は
、
徴
収
す
る
水

道
料
金
な
ど
か
ら
返
済
し
て

い
く
。
で
き
る
だ
け
早
く
水

道
が
事
業
化
で
き
る
よ
う
最

大
限
努
力
す
る
」
と
述
べ
、

当
面
は
県
が
利
水
負
担
金
を

支
払
う
考
え
を
示
し
た
。

こ
の
答
弁
に
対
し
、
大
西

啓
勝
氏

（共
産
）
は

「ヽ県
民
‐

し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
は
岐
阜
だ
け

だ
」
と
批
判
し
た
。

徳山ダム利水負担金で知事
地方財政法か

らいっても、

水道法からい

つても、一般

会計からの支

出は違法だ。

(「法の予定し

ないところJ

と言い換えて

も同じこと)

「無い袖振っ

「買い手決まるまで

一般会計から対応」

朝日新聞

06.07.08

ての徳山ダム建設」ということがまた明らかになつた。徳山ダム建設を推進 した挙げ句に、

岐阜県が赤字再建団体に転落するか ? 1皮阜県が大垣市等に押しつけて大垣市等が赤字再建

団体に転落するのか ?ババ抜きのごとし。いずれにしても「だから言つたじやない」であるぃ

河 川 宮 僚 か らの 宣 戦 布 告 ～吉野り|1水系測 |1整備計画策定へ～

昨年秋からの「常軌を逸 したスピー ドの河川整備基本方針策定作業」の トップを切つての

吉野り|1水系河り|1整備基本方針策定中いろいろあつての 060523の突然の四国地方整備局発表。

吉野川水系河川整備計画 【素案】等について

吉野川水系河り|1整備計画 【素案】―吉野川の河り|1整備 (直轄管理区間)一 を別添資料
のとおり公表いたします。   (以 下略)
流域委員会なんてモタモタするものは設置しない、「素案」も一方的に作ってから提示する、

という方法を宣言しました.「 まるで 15年前に戻つたような気がする」とHさ んが慨嘆する
通りです。あの吉野川水系でそれをやるかあ?|です。
このベク トルの中で「木曽川水系ふれあい懇談会」もあります (060601発表)

一大西暢夫写真展― ～ジジババ
2006年 9月 1日 (金 )～ 3日 (日 )  10:00～17:00(最終日 ～15:00)
大垣市スイトピアセンター・第4展示室   後援:大垣市教育委員会など
主催 :大西暢夫さんの写真を る会 大垣市田町1-20-1(近藤方)TEL/FAX 0584-78-4119

☆ すでに会費を納入して下さつた方にも振込用紙を同封します。余裕のあるときに少しで
もカンパを頂けると幸いです。裁判の原告となつて頂いた方の「原告会費」(半期 5000円 )
は、「最終」とさせて頂きます。来年からは一般会員として、年会費をよろしくお願いします。

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫
編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503¨ 0875 大垣市田町 1-20-1
TELttAX 0584-78-4119 Em誼 l i tokuyallla¨ dam@cSidC Com
URL i http:ノ;/tOkuyallla― dalll csidC COm/

郵便振替 :00800-7-31632   年会費 2000円
4



中     ―     乗斤    梶0          2006年 (平成 18年 )7月 7日 (金曜日) 広域 に 41
渡
し
た
徳
山
ダ
ム
訴

訟
の
判

一
ム
完
成
後
十
年
を
経
た
平
成

一
妥
当
か
ど
う
か
の
検

証
が
可

決
要
旨
は
次
の
通
り
。
　
　
Ｔ
一十
年
の
水
需
要
の
見
通
し
一能
に
な
る
と
主
張
す
る
。

【事
業
の
目
的
】
　

　

　

一ゃ
、
そ
れ
に
見
合
う
開
発
水

一　

し
か
し
、
平
成
八
年
か
ら

ら
十

二
年
ま

で
の
水
需
要
実

一
必
要
性
に
つ
い
て
の
小
括

】

て
お

り
、

（
平
成
二
十
年
）
に
お
け
る

値
の
推
計
手
法
も
不
合
理
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

水
資
源
開
発
施
設
は
計
画

か
ら
完
成
ま
で
長
期
間
を
要

す
る
う
え
、
水
需
要
の
増
加

に
対
し
て
供
給
量
は
施
設
の

供
給
時
点
で
階
段
状
に
し
か

増
加
せ
ず
、
次
の
施
設
が
供

用
さ
れ
る
ま
で
供
給
能
力
の

増
加
が
見
込
め
な
い
。
そ
の

間
、
需
要
量
が
供
給
能
力
を

上
回
れ
ば
給
水
制
限
を
実
施

せ
ぎ
る
を
得
な
く
な
り
、
国

民
生
活
に
重
大
な
支
障
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

従

っ
て
、
水
資
源
開
発
施

設
の
建
設
は
将
来
の
経
済
社

会
の
発
展
に
も
対
応
す
る

こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
先
行
的

に
開
発
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
水
資
源
開
発

施
設
が
完
成
し
供
用
が
始
ま

っ
た
後
の
特
定
の
時
点
で
水

の
需
要
量
と
供
給
量
に
差
が

生
じ
る
の
は
や
む
を
得
な
い

現
象
で
あ
り
、
水
資
源
開
発

の
前
提
と
な

っ
た
水
需
要
予

測
が
誤
り
員讐
口｝？
」と
は
で

き
な
い
。

前
記
の
通
り
、
こ
の
水
需

要
予
測
が
不
合
理
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
上
記
の
点

も
考
慮
す
れ
ば
、
徳
山
ダ
ム

事
業
の
水
需
要
予
測
を
是
認

し
た
建
設
大
臣
の
判
断
が
不

合

理

と

い
う

こ
と
は

で
き

ず
、
こ
れ
を
前
提
に
本
件
事

業
認
定
を
行

っ
た
建
設
大
臣

の
裁
量
に
逸
脱
や
裁
量
権
の

乱
用
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

【
渇
水
対
策
容
量
に
よ
る

効
果

に
つ
い
て
】

徳
山
ダ
ム
は
揖
斐
川
だ
け

で
は
な
く
、
本
曽
川
、
長
良

川
を
合
め
た
木
曽
三
川
に
お

い
て
近
年
頻
発
す
る
渇
水
状

況
に
対
処
す
る
た
め
、
十
年

に

一
回
程
度
発
生
す
る
渇
水

の
規
模
を
超
え
る
異
常
渇
水

時
に
木
曽
川
水
系
の
流
水
の

正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、
渇
水
対

策

容

量

と

し

か
か
わ
ら
ず
約
五
千
三
百
万

立
方
層
の
容
量
を
確
保
す
る

よ
う
計
画
さ
れ
て
い
る
。
異

常
渇
水
時
に
お

い
て
、
こ
の

容
量
を
機
動
的
に
運
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
有
効
な
渇
水

対
策
が
可
能
と
な
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。

近
年
、
本
曽
川
水
系
に
お

い
て
は
降
水
量
が
減
少
傾
向

に
あ

っ
て
渇
水
が
頻
発
し
て

お
り
、
し
ば
し
ぼ
長
期
に
わ

た
る
取
水
制
限
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
市
民
生
活
や
経
済
活

動
に
著
し
い
影
響
を
与
え
て

い
る
。
さ
ら
に
魚
類
を
は
じ

め
と
す
る
河
川
環
境
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
に
平
成
六
年
渇
水

で
は
、

本
曽
川
の
河
川
流
量
は
平
年

値
を
大
き
く
下
回

っ
て
維
持

流
量
を
も
大
き
く
下
回
り
、

本
曽
川

に
依
存
す
る
こ
の
地

域
の
市
民
生
活
や
経
済
活
動

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

揖
斐
川
に
お
い
て
も
平
成

六
年
七
月
中
旬
か
ら
九
月
中

旬
に
か
け
て
万
石
地
点

（
岐

阜
県
大
垣
市
）
の
観
測
流
量

が
毎
秒
ゼ

ロ
立
方
房
と
な
る

日
が
あ
り
、
揖
斐
川
本
川
で

水
が
枯
れ
る
異
常
事
態
と
な

っ
た
。
仮
に
こ
の
当
時
に
徳

山
ダ
ム
の
渇
水
対
策
容
量
が

確
保
さ
れ
て
い
た
場
合
、
本

曽
川
や
揖
斐
川
の
維
持
流
量

の
改
善
に
向
け
た
緊
急
水
の

補
給
が
可
能
と
な

っ
た
と
考

・を
り
れ
、
徳
山
ダ
ム
に
よ
る

渇
水
対
策
容
量
の
確
保
は
必

要
と
認
め
ら
れ
る
。

水
需
要
の
増
加
が
社
会
、

経
済
活
動
の
変
化
に
基
づ
く

社
会
現
象
で
あ
る
の
に
対
し

利
水
安
全
度
の
低
下
は
降
水

量
の
減
少
に
よ
る
河
川
流
況

の
悪
化
と
い
う
自
然
現
象
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
が
水
需
給

の
バ
ラ
ン
ス
を
悪
化
さ
せ
る

要
因
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
従

っ
て
新
規
水
需
要
の

発
生
に
対
応
す
る
こ
と
と
利

水
安
全
度
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
、
徳
山
ダ
ム
を
建
設
す

る
目
的
と
し
て
両
立
す
る
。

仮
に
徳
山
ダ

ム
の
建
設
の
必

要
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に

供
給
可
能
水
量
の
低
下
、
利

水
安
全
度
低
下
問
題
を
強
調

し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と

が
水
需
要
の
増
加
を
否
定
す

る
こ
と
に

つ
な
が
る
性
質
の

も
の
と
は
い
え
根
い
。

盤
靡
腕
掟
鰯
り
″
一腱
朧
が
夕
罐謙

け̈い　　　　一宅赫一義一動一纂囃褻毅は』膵一一̈］型一叫に一̈悌一

る
ダ
ム
に
お
い
て
、
新
規
利

一
で
、
平
成
三
十
年
度
の
供
給

一た

っ
て
は
、
認
定
時
に
存
在

水
目
的
が
他
の
目
的
す
べ
て

一
予
定
地
域
に
お
け
る
水
需
要

一
し
て
い
た
事
実
な
ど
を
基
礎

の
前
提
と
な
る
と
解
す
べ
き

一
予
測
を
提
出
す
る
よ
う
公
団

一
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

文
理
上
の
根
拠
は
な
い
。
　

一
に
指
導
し
、
徳
山
ダ
ム
事
業

一　

し
か
も
、
水
資

源
開
発
施

昭
和
四
十
八
年
に
官
報
公

一に
対
す
る
水
需
要
が
い
つ
ま

一設
の
整
備
は

一
時
的
な
経
済

示
さ
れ
た
旧
フ
ル
プ
ラ
ン
で

一
で
に
発
生
す
る
か
を
把
握
す

一
の
変
動
や
水
需
要
の
状
況
に

「
こ
の
ダ
ム
は
洪
水
調
節
や

一る
こ
と
に
よ

っ
て
、
利
水
面

一左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
長

不
特
定
か
ん
が
い
な
ど
の
用

一
に
お
け
る
定
量
的
な
判
断
の

一期
的
な
観
点
に
立

っ
て
立
案

に
供
す
る
機
能
を
有
す
る
も

一
材
料
と
し
た
も
の
と
認
め
ら

一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

詢漿』軽いど」̈
嚇諜江一れ絲蒙源開発施設の建設一『崚２馘ヽ
融嬬罐籍悧敲

一̈一， 一疇刹一一̈“一羹壽峰̈陣莉一時中̈一

べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

一め
ら
れ
な
い
。

な
い
と
認
め
ら
れ
る
。
　

　

一
測
を
も

っ
て
、
徳
山
ダ
ム
事

の
水
道
用
水
や
工
業
用
水
を

一
に
は
長
期
間
を
要
す
る
場
合

一
で
水
利
用
の
状
況
に
構
造
的

確
保
す
る
も
の
と
す
る
。
な

一
が
多

い
こ
と
か
ら
、
あ
る
時

一変
化
が
発
生
し
て
い
る
明
確

お
、
こ
の
ダ
ム
は
塞
電
の
用

一
点
に
お
い
て

一
時
的
に
水
の

一
な
根

拠

や
資

料

が

な

い
限

に
も
併
せ
供
す
る
も
の
と
し

一
需
要
量
と
供
給
量
に
差
が
あ

一
り
、
短
期
間
の
動
向
だ
け
で

て
い
る
」

と

さ

れ

て

い
る

一
る
こ
と
は
当
然
に
起
こ
り
得

一
な
く
、
よ
り
長
期
の
傾
向
を

上
、
公
団
法
自
体
が
流
水
の

一
る
。
既
に
完
成
し
た
水
資
源

一
踏
ま
え
て
将
来
の
推
計
を
行

正
常
な
機
能
の
維
持
や
発
電

一開
発
施
設
に
よ
る
開
発
水
量

Ｔ
？

」
と
が
必
要
で
あ
る
。

を
目
的
と
す
る
ダ
ム
建
設
を

一
が
未
利
用
で
あ
る
と
い
う
こ

一　

近
年
、
水
道
用
水
で
水
需

想

定

し

て

い
る

の

で
あ

っ

一
と
だ
け
で
、
当
然
に
水
資
源

一
要
が
伸
び
悩
み
傾
向
に
あ
る

て
、
徳
山
ダ
ム
の
新
規
利
水

一
開
発
を
行
う
必
要
が
な
い
と

一原
因
は
、
パ
ブ
ル
崩
壊
後
の

以
外
の
目
的
が
事
後
的
に
付

一
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
　

一
不
景
気
に
よ
る
節
水
等
に
よ

加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は

一　
建
設
大
臣
は
徳
山
ダ
ム
の

一
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否

い
え
な
い
。
　

　

　

　

　

　

一
供
給
予
定
地
域
の
新
規
利
水

一
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の

【
フ
ル
プ
ラ
ン
検
討
の
必

要
性
に
つ
い
て
】

洪
水
調
節
、
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
や
新
規
利
水

を
目
的
と
す
る
部
分
は
フ
ル

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
事
業
で
あ

り
、
建
設
大
臣
が
徳
山
ダ
ム

事
業
の
適
合
性
を
判
断
す
る

上
で
は
、
徳
山
ダ
ム
が
本
曽

川
フ
ル
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と

な

っ
て
い
る
。

フ
ル
プ
ラ
ン
は
、
個
別
事

業
ご
と
に
供
給
予
定
地
域
の

将
来
の
水
需
要
の
見
通
し
を

定
め
て
い
な
い
。
ま
た
徳
山

ダ
ム
事
業
が
対
象
と
す
る
平

成
十
三
年
度
以
降
の
水
需
要

の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
水

系
全
体
に

つ
い
て
も
数
量
の

記
述
は
な
い
こ
と
か
ら
、
建

設
大
臣
は
利
水
計
画
、
特
に

供
給
予
定
地
域
別
、
水
道
用

の
必
要
性
を
判
断
す
る
の
で

一背
景
と
し
て
水
利
用
の
状
況

い
る
開
発
水
量
に
つ
い
て
、

一
あ
る
平
成
三
十
年
ま
で
継
続

期
樋
効
動駆
望
肩
騰
麗
斃
鎗
醐謝

に
つ
い
て
は
判
断
す
る
権
限
一　
控
訴
人
ら
の
主
張
す
る
平

を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、

一
成
八
年
以
降
十

二
年
ま
で
の

ま
し
て
開
発
丞
量
の
転
用
を

一水
需
要
の
実
績
や
平
成
十
六

強
制
的
に
行
わ
せ
る
権
限
は

一
年

フ
ル
プ
ラ
ン
の
水
需
要
予

【
平
成
十
六
年
フ
ル
プ
ラ

一
業
の
水
需
要
予
測
が
不
合
理

【フ
ル
プ
ラ
ン
の
検
討
の

績

が

明

ら

か

と

な

っ
て
お

一　

以
上
の
検
討
に
よ
れ
ば
、

に
つ
い
て
そ
の
時
点
で
の
水

一
て
い
た
推
計
方
式
に
基
づ
い

り
、
十
六
年

フ
ル
プ
ラ
ン
の

一
水
需
要
予
測
の
手
法
は
徳
山

一″̈『赫”一畔勅針務一梗一̈̈
「一（̈［乖疇

水
需
要
予
測

で
徳
山
ダ
ム
事

一
ダ
ム
事
業
の
認
定
時
に

一
般

業
の
認
定
や
新

フ
ル
プ
ラ
ン

一的
な
手
法
と
し
て
認
め
ら
れ
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